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恒 心

★
2
月
28
日
に
行
わ
れ
た
自
民
党
総
務
会
で
、

二
ノ
湯
参
議
院
議
員
が
総
務
部
会
長
の
代
理
と

し
て
、「
地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」
の
説
明
を
し
た
。
改
正
案
の
内
容

は
、
全
国
自
治
宝
く
じ
・
グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
に
関
す
る
も
の
。
宝
く
じ
は
都
道
府
県
と
政
令
指
定

都
市
が
発
行
団
体
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
売
上
額
が
1
兆
円

を
下
回
り
、
収
益
金
も
減
少
し
て
い
る
。
★
宝
く
じ
の
収
益

金
は
地
方
自
治
体
の
貴
重
な
財
源
で
あ
る
た
め
、
そ
の
充
実

を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。
主
な
改
正
は
、
一
つ
は
今
ま
で
販

売
所
で
し
か
買
え
な
か
っ
た
宝
く
じ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
購
入
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
当
せ
ん

金
の
最
高
金
額
を
現
行
の
3
億
円
か
ら
2
・
5
倍
に
し
て

7
・
5
億
円
ま
で
に
す
る
こ
と
。
★
説
明
後
、
或
る
議
員
か

ら
「
サ
ッ
カ
ー
く
じ
は
19
才
未
満
の
購
入
は
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
19
才
以
上
し
か
買
え
な
い
。
宝
く
じ
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
19
才
未
満
の

購
入
を
ど
う
防
止
す
る
の
か
」
と
い
う
質
問
が
出
た
。
★
現

在
宝
く
じ
が
、
19
才
以
下
の
人
に
販
売
を
自
粛
し
て
い
る
と

は
、
迂
闊
に
も
知
ら
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
の
人

が
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
す

る
場
合
、
銀
行
口
座
で
決
済
す
る
こ
と
に
な
る
。
口
座
を
開

設
す
る
時
に
金
融
機
関
で
年
齢
を
確
認
し
て
、
19
才
以
下
の

人
が
買
え
な
い
よ
う
に
担
保
す
る
と
答
え
た
。
★
し
か
し
、

親
の
口
座
を
借
り
れ
ば
簡
単
に
宝
く
じ
を
購
入
で
き
る
。

サ
ッ
カ
ー
く
じ
に
し
ろ
、
宝
く
じ
に
し
て
も
、
町
の
販
売
所

で
い
ち
い
ち
年
齢
確
認
を
し
て
販
売
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
ん
な
話
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
ど
こ
ま
で
規
制
が

出
来
て
い
る
の
か
疑
わ
し
い
。
賭
博
性
が
強
い
サ
ッ
カ
ー
く

じ
と
宝
く
じ
を
同
列
に
扱
う
の
は
ど
う
な
の
か
。
庶
民
の
さ

さ
や
か
な
楽
し
み
の
宝
く
じ
を
そ
こ
ま
で
規
制
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2
月
29
日
、
通
常
国
会
が
開
か
れ
て
か
ら
初
め
て
の
党
首
討
論

が
行
わ
れ
た
。
野
党
の
党
首
と
し
て
は
迫
力
が
な
い
、
攻
撃
力
が
な

い
、
今
一
歩
の
押
し
が
足
り
な
い
、
上
品
す
ぎ
る
等
々
、
谷
垣
総
裁

へ
の
風
当
た
り
が
強
い
。
こ
の
日
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
、
衆
議

院
議
員
の
定
数
是
正
、
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
、
そ
し
て
衆
議

院
の
解
散
総
選
挙
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
心
な
し
か
い
つ

も
の
討
論
と
違
っ
て
、
淡
々
と
し
た
印
象
を
与
え
た
。
案
の
定
、
翌

日
谷
垣
、
野
田
会
談
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。
谷
垣

総
裁
は
語
気
を
荒
げ
て
会
談
を
否
定
し
て
い
た
が
、
会
談
が
実
際
に

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
党
首
討
論
前
に
秘
か
に
会
っ
た

こ
と
に
対
す
る
自
民
党
内
か
ら
の
批
判
も
あ
る
。
ど
ん
な
こ
と
が
話

し
合
わ
れ
た
の
か
定
か
で
な
い
。
解
散
時
期
、
政
界
再
編
成
、
小
沢

外
し
な
ど
谷
垣
、
野
田
会
談
の
波
紋
が
広
が
り
、
色
々
な
憶
測
が
飛

び
交
っ
て
い
る
。
水
面
下
で
は
次
期
自
民
党
総
裁
の
動
き
も
始
ま
っ

て
い
る
。
波
高
し
の
政
局
に
な
っ
て
来
た
。

波
高
し
の
政
局
へ
発
展
か

2月29日の党首討論

明らかになった谷垣、野田極秘会談
憶測が飛びかう永田町

明らかになった谷垣、野田極秘会談
憶測が飛びかう永田町
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震災から1年、課題山積
谷垣総裁自民党の復興への提言発表
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「
自
由
民
主
党
基
本
姿
勢
」
が
決
定

来
る
べ
き
総
選
挙
の
「
政
権
公
約
」
の
指
針

自
民
党
政
権
構
想
会
議（
伊
吹
文
明
座
長
）で
は
党
の
綱

領
と
政
策
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
、
3
月
1
日
「
自
由
民

主
党
基
本
政
策
」
を
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
党
の
総
務
会

で
了
承
さ
れ
、
谷
垣
総
裁
よ
り
茂
木
政
務
調
査
会
長
に
来

る
べ
き
総
選
挙
の
「
政
権
公
約
」
の
指
針
と
す
る
よ
う
に

指
示
が
出
さ
れ
た
。
党
本
部
で
は
今
後
有
権
者
に
自
民
党

の
政
策
を
訴
え
る
際
、「
自
由
民
主
党
基
本
姿
勢
」
を
参

考
に
す
る
よ
う
に
自
民
党
所
属
の
衆
参
国
会
議
員
に
要
望

し
た
。

自
由
民
主
党
基
本
姿
勢

○
国
民
に
誠
実
に
真
実
を
語
り
、
勇
気
を
持
っ
て
決
断
す

る
政
治

時
代
の
変
化
に
つ
れ
て
、
時
代
特
有
の
犯
罪
が
発
生
す

る
。
現
在
は
Ｉ
Ｔ
時
代
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た

犯
罪
が
増
え
て
き
て
い
る
。
他
人
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
侵
入

し
、
他
人
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
不
正
に
取
得
す
る
犯
罪

行
為
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
口
座
決
済
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
を
盗
用
さ
れ
、
知
ら
な
い
間
に
、
自
分
の
口
座
か

ら
現
金
が
引
き
落
と
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
ま

さ
に
新
し
い
時
代
の
犯
罪
で
あ
る
。
核
家
族
化
、
高
齢
化

時
代
を
迎
え
、
女
性
、
老
人
を
対
象
に
し
た
犯
罪
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
や
女
性
宅
を
不
意
に
訪
問
し
、
強
制

的
に
、
あ
る
い
は
威
嚇
し
、
脅
迫
し
て
物
品
を
販
売
す
る
の

を
押
し
売
り
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
老
人
や
高
齢
者
の

持
っ
て
い
る
も
の
を
安
く
買
い
叩
く
こ
と
を
押
し
買
い
と
い

う
。
業
者
か
ら
不
要
な
着
物
を
買
い
取
る
と
電
話
が
あ
り
、

承
諾
し
て
着
物
を
非
常
に
安
い
値
段
で
売
っ
た
。
す
る
と
業

者
が
貴
金
属
の
鑑
定
を
し
て
や
る
と
い
っ
て
、
し
つ
こ
く
売

る
よ
う
に
強
制
さ
れ
た
。
貴
重
な
指
輪
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
宝

飾
品
、
そ
れ
に
金
歯
ま
で
も
が
安
く
買
い
叩
か
れ
た
と
消
費

者
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
件
数
が
激
増
し
て
い

る
。
訪
問
販
売
に
よ
る
押
し
売
り
を
規
制
す
る
法
律
は
あ

る
が
、
押
し
買
い
に
対
す
る
規
制
は
な
か
っ
た
。
今
回
、「
特

定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
」
を
改
正
し
、
押
し
買
い
を
規

制
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
押
し
買
い
が
増
え
る
背
景
に
は
、

国
際
的
に
金
の
値
段
が
高
騰
し
て
い
る
事
情
が
あ
る
。
金
や

貴
金
属
は
か
さ
ば
ら
ず
、
す
ぐ
に
地
金
に
し
て
、
換
金
出
来

る
の
が
大
き
な
魅
力
で
あ
る
よ
う
だ
。
人
間
の
悪
知
恵
に
は

際
限
が
な
い
。
こ
の
法
律
の
改
正
は
「
消
費
者
問
題
に
関
す

る
特
別
委
員
会
」
で
審
議
さ
れ
る
が
、
二
ノ
湯
議
員
は
自
民

党
の
筆
頭
理
事
と
し
て
法
案
成
立
に
努
力
し
て
い
る
。

○
憲
法
を
改
正
し
、
日
本
ら
し
い
日
本
を
確
立
す
る

○
自
己
責
任
原
則
の
下
、
個
人
の
自
由
、
民
間
の
活
力
、

地
方
の
判
断
を
尊
重
す
る
国
創
り

○
地
域
社
会
を
再
生
し
、
日
本
の
美
し
い
自
然
を
護
る

○
家
族
、
地
域
、
国
と
の
絆
を
大
切
に
す
る
有
徳
で
勤
勉

な
国
民
を
育
む
教
育

○
人
類
共
通
の
価
値
に
貢
献
す
る
外
交
。
日
米
関
係
を
基

軸
と
し
、
ア
ジ
ア
の
安
定
・
繁
栄
の
先
頭
に
立
つ

○
自
助
を
基
本
と
し
、
共
助
・
公
助
は
そ
れ
を
補
う
と
の

考
え
で
、
社
会
政
策
、
経
済
政
策
を
行
う

○
経
済
の
再
生
と
成
長
の
た
め
、
研
究
・
技
術
開
発
の
推

進
、
一
極
集
中
の
是
正
な
ど
強
靭
な
国
土
造
り
に
よ

り
、
需
要
と
雇
用
を
創
出
す
る

○
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
、
財
政
効
率
化
、
税
制
改
正
に
よ

り
、
財
政
を
再
建
し
、
次
世
代
へ
の
責
任
を
果
た
す

昨年3月11日の東日本大震災から1年が経過した。谷垣総裁は3月3・4日の両日、福島、宮城、
岩手の被災地3県を訪問した。谷垣総裁は仙台市で記者会見し、「復興加速への10の方策」自民
党案を発表し、自民党が主導し、復興を成し遂げる決意を示した。

1
、
復
興
事
業
費
の
総
額
確
保

復
興
計
画
を
見
直
し
、
必
要
な
事
業
費
は
、

国
が
責
任
を
持
っ
て
確
保
す
る
こ
と

2
、
人
的
支
援
の
強
化

国
な
ど
の
関
係
機
関
に
よ
る
人
的
支
援
の
抜

本
的
な
強
化
、
充
実
を
図
る
こ
と

3
、
復
興
庁
の
本
格
的
稼
働

出
先
機
関
で
あ
る
復
興
局
の
役
割
を
明
確
に

し
、
復
興
交
付
金
の
柔
軟
な
運
用
を
図
る
こ
と

4
、
復
興
交
付
金
の
充
実

今
後
と
も
復
興
交
付
金
の
確
保
と
事
業
の
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
進
行
を
図
る
こ
と

5
、
ガ
レ
キ
処
理
の
早
期
完
了

国
は
実
効
あ
る
調
整
力
を
発
揮
す
る
と
共

に
、
が
れ
き
処
理
方
策
を
強
化
す
る
こ
と

6
、
事
業
再
建
へ
の
徹
底
支
援

二
重
ロ
ー
ン
や
資
金
繰
り
対
策
を
強
化
し
、

農
地
・
漁
港
の
復
旧
を
急
ぐ
こ
と

7
、
除
染
の
加
速
化

1
兆
円
近
い
予
算
を
計
上
し
た
除
染
が
着
実

に
実
施
で
き
る
万
全
の
体
制
を
講
じ
る
こ
と

8
、
健
康
被
害
へ
の
万
全
な
支
援

健
康
の
不
安
に
対
処
す
る
た
め
、
医
療
費
の

支
援
策
を
講
じ
、
子
供
に
万
全
を
期
す
こ
と

9
、
風
評
被
害
な
ど
に
対
す
る
万
全
な
対
応

農
林
水
産
業
・
商
工
業
・
観
光
業
な
ど
へ
の

風
評
被
害
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と

10
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

東
北
全
域
の
復
興
を
目
指
し
、
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と

押
し
買
い
を
法
律
で
規
制

悪
質
な
商
法
か
ら
老
人
、
女
性
を
救
う
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処分できない大量のガレキ城陽市の砂利採取跡地
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仮
設
住
宅
に
今
も
25
万
人

新
し
い
移
転
先
で
意
見
分
か
れ
る

ど
う
す
る
大
量
の
が
れ
き
処
理

求
め
ら
れ
る
自
治
体
の
協
力

野
中
氏
京
都
府
も
協
力
す
べ
き

城
陽
の
砂
利
採
取
跡
地
利
用
強
調

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、
今
な
お
多
く
の

人
々
が
仮
設
住
宅
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。
2
月
27
日
時
点
で
、
仮
設
住
宅
に
居
住

し
て
い
る
人
の
数
は
、
約
25
万
人
。
仮
設
住
宅

に
は
、
プ
レ
ハ
ブ
等
の
「
応
急
仮
設
住
宅
」、

既
存
の
民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り
上
げ
る
「
み
な

し
仮
設
住
宅
」
の
2
種
類
が
あ
る
。
25
万
人
の

内
訳
は
、
応
急
仮
設
住
宅
に
11
・
4
万
人
、
み

な
し
仮
設
住
宅
に
は
13
・
6
万
人
で
、
県
別
で

は
岩
手（
約
3
・
9
万
人
）、
宮
城（
約
12
・
1
万

人
）、
福
島（
約
9
万
人
）と
な
っ
て
い
る
。
3

県
以
外
の
全
て
の
都
道
府
県
に
避
難
し
て
い
る

人
の
数
は
、
約
9
万
人
で
、
1200
以
上
の
市
区
町

村
に
所
在
し
て
い
る
。
仮
設
住
宅
の
入
居
期
間

は
原
則
2
年
間
で
あ
る
。
そ
の
間
に
、
新
し
い

住
宅
地
域
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
津
波

被
災
地
の
住
民
に
は
様
々
な
意
見
が
あ
る
。
職

業
の
種
類
、
収
入
の
違
い
、
世
代
間
の
差
等
々
、

世
帯
に
よ
っ
て
条
件
が
異
な
る
。
し
か
も
家
族

の
中
で
も
意
見
が
分
か
れ
る
と
い
う
。
そ
の

上
、「
応
急
仮
設
住
宅
」
と
「
み
な
し
仮
設
住

宅
」
の
住
民
の
話
し
合
い
が
な
か
な
か
出
来
な

い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
復
興
は
急
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
総
論
で
は
賛
成
で
あ
る
が
、
さ

て
ど
の
場
所
に
住
宅
地
を
決
め
る
か
と
い
う
各

論
に
な
る
と
、
1
年
と
い
う
時
間
の
経
過
の
中

で
住
民
の
利
害
が
対
立
す
る
。
喉
下
過
ぎ
れ
ば

暑
さ
を
忘
れ
る
で
あ
る
。

3
月
11
日
の
発
災
か
ら
1
年
が
経
過
し
た
。

い
ま
だ
に
復
興
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
不
満

の
声
が
日
増
し
に
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
政

府
の
対
応
の
ま
ず
さ
、
執
行
能
力
が
乏
し
い
の

は
当
然
で
あ
る
が
、
大
量
に
発
生
し
た
ガ
レ
キ

が
復
興
へ
の
大
き
な
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
の
も

事
実
で
あ
る
。
津
波
に
よ
り
発
生
し
た
災
害

廃
棄
物（
が
れ
き
）は
岩
手
県
で
通
常
の
約
11
年

分
、
宮
城
県
で
通
常
の
約
19
年
分
に
相
当
す
る

量
が
あ
り
、
現
在
ま
で
に
処
理
・
処
分
出
来

た
量
は
、
岩
手
8
％
、
宮
城
5
％
、
福
島
4
・

6
％
に
過
ぎ
な
い
。
も
は
や
地
元
自
治
体
だ
け

3
月
4
日
、
京
都
市
内
の
ホ
テ
ル
で
堀
明
人

宇
治
市
会
議
長
の
就
任
祝
賀
会
が
開
か
れ
た
。

二
ノ
湯
参
議
院
議
員
も
府
連
会
長
と
し
て
発
起

人
に
名
を
連
ね
た
。
控
え
室
で
城
陽
市
の
若
手

市
議
に
砂
利
採
取
跡
地
を
利
用
し
て
が
れ
き
処

分
に
協
力
し
た
ら
ど
う
か
と
話
を
し
て
い
た
。

祝
賀
会
に
は
野
中
広
務（
元
内
閣
官
房
長
官
）氏

も
出
席
し
、
挨
拶
を
し
た
。
野
中
氏
の
話
は
「
先

の
会
場
で
、
が
れ
き
処
分
の
た
め
に
城
陽
市
の

砂
利
採
取
跡
地
を
利
用
し
て
、
京
都
府
も
進
ん

で
協
力
す
べ
き
だ
と
山
田
知
事
に
進
言
し
た
。

全
部
国
の
費
用
で
や
っ
て
く
れ
る
し
、
跡
地
の
利

用
促
進
も
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
っ

で
処
理
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
そ
の
た
め
自
民
党
と
し
て
ガ
レ
キ

処
理
は
一
日
も
早
く
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
、
与
野
党
の
立
場
を
超
え
て
、
被
災
地
の

が
れ
き
処
理
の
た
め
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
2
月
28
日
、
石
原
伸
晃
幹
事
長
、
菅
義
偉

組
織
運
動
本
部
長
、
河
井
克
行
地
方
組
織
・
議

員
総
局
長
の
連
名
で
都
道
府
県
支
部
連
合
会
の

会
長
、
幹
事
長
宛
に
「
岩
手
・
宮
城
両
県
の
が

れ
き
処
理
ご
協
力
の
お
願
い
」
の
文
書
を
出

し
、
各
支
部
連
合
会
に
あ
っ
て
は
、
適
切
な
指

導
力
を
発
揮
し
て
、
都
道
府
県
議
会
、
市
町
村

議
会
を
通
じ
て
、
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
を

首
長
へ
強
く
働
き
掛
け
る
こ
と
、
地
域
住
民
に

理
解
を
得
る
活
動
を
展
開
し
、
岩
手
・
宮
城
両

た
。
城
陽
の
砂
利
採
取
地
の
埋
め
戻
し
計
画
は

公
共
事
業
の
減
少
で
予
定
通
り
進
ん
で
い
な
い
の

も
事
実
。
跡
地
利
用
に
は
色
々
な
構
想
が
あ
る

が
、
な
か
な
か
実
現
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。
東

北
の
被
災
地
が
困
っ
て
い
る
時
に
助
け
る
の
は
お

互
い
様
。
が
れ
き
処
分
に
協
力
し
、
後
の
利
用

計
画
も
全
て
国
の
カ
ネ
で
出
来
る
と
し
た
ら
一
石

二
鳥
、
三
鳥
の
話
で
あ
る
。
発
災
直
後
、
多
く

の
自
治
体
が
協
力
を
申
し
出
た
。
日
本
人
の
助

け
合
い
精
神
が
称
え
ら
れ
た
。
そ
れ
が
放
射
能

の
風
評
被
害
と
一
部
の
人
々
の
地
域
エ
ゴ
と
強
力

な
反
対
運
動
で
自
治
体
の
ト
ッ
プ
の
腰
が
引
け

た
。
人
は
よ
く
誤
解
す
る
が
、
が
れ
き
は
そ
の
ま

ま
埋
め
る
の
で
は
な
く
、
焼
却
場
で
燃
や
し
、
償

却
灰
に
し
て
処
分
す
る
。
も
ち
ろ
ん
放
射
能
の

基
準
値
を
厳
し
く
す
る
の
は
大
前
提
で
あ
る
。

県
の
が
れ
き
処
理
に
積
極
的
に
協
力
す
る
よ
う

要
請
し
た
。
京
都
府
支
部
連
合
会
で
は
、
直
ち

に
二
ノ
湯
会
長
、
橋
村
幹
事
長
の
連
名
で
関
係

の
議
員
宛
に
「
が
れ
き
処
理
ご
協
力
の
お
願

い
」
の
要
請
文
を
送
っ
た
。

3
市
3
町
で
運
営
す
る
城
南
衛
生
管
理
組
合
の

合
意
な
ど
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
難
し
い

問
題
は
い
く
つ
も
あ
る
。
だ
が
、
京
都
も
歴
史
と

伝
統
を
誇
る
だ
け
で
な
く
、
人
が
困
っ
て
い
る
と

き
に
手
を
差
し
伸
べ
る
勇
気
も
必
要
で
あ
る
。

山
田
知
事
は
全
国
知
事
会
で
各
知
事
に
、
記
者

会
見
で
府
下
の
自
治
体
に
協
力
を
要
請
し
た
。
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一
、
平
成
11
年
、
山
口
県
光
市
で
妻
子
を
殺
害

し
た
元
少
年
に
、
最
高
裁
で
死
刑
が
確
定
し

た
。
当
然
の
判
決
で
あ
る
。
被
告
の
弁
護
団
は

「
極
め
て
不
当
」
と
声
明
を
出
し
た
が
、
抵
抗
力

も
な
い
女
性
、
幼
児
を
殺
し
て
弁
解
の
余
地
な

ど
全
く
な
い
。

一
、
東
京
で
親
子
3
人
が
餓
死
の
状
態
で
発
見

さ
れ
た
。
親
は
60
才
代
、
男
の
子
供
は
30
才
代
、

何
故
餓
死
す
る
ま
で
他
人
に
助
け
を
求
め
な

か
っ
た
の
か
。
今
の
時
代
、
行
政
は
色
々
と
手

を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
。
そ
れ
と
も
身
分
を
明

か
せ
な
い
理
由
で
も
あ
っ
た
の
か
。

一
、
関
西
電
力
の
原
子
力
発
電
所
が
全
て
稼
動

停
止
し
た
。
50
％
以
上
原
子
力
に
依
存
し
て
い

た
関
電
。
今
後
安
定
供
給
を
続
け
る
限
り
石
炭
、

石
油
、
天
然
ガ
ス
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
国

民
が
脱
原
発
を
望
む
以
上
仕
方
が
な
い
が
、
電

力
料
金
の
値
上
げ
は
確
実
で
あ
る
。

一
、
天
皇
陛
下
が
東
大
病
院
で
冠
動
脈
の
バ
イ

パ
ス
手
術
を
受
け
ら
れ
た
。
一
日
も
早
い
ご
回

復
を
祈
っ
て
多
く
の
国
民
が
皇
居
に
記
帳
に
出

向
い
た
。
私
も
同
じ
気
持
ち
で
あ
る
。
2
月
19

日
、
家
内
と
京
都
御
所
内
の
宮
内
庁
京
都
事
務

所
で
記
帳
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

一
、
先
日
1
日
か
け
て
京
丹
後
市
を
回
っ
て
来

た
。
丹
後
も
高
齢
化
、
過
疎
化
で
経
済
は
極
め

て
深
刻
で
あ
る
。
公
務
員
は
夫
婦
ど
ち
ら
か
に

し
て
、
他
の
人
に
譲
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
人

が
い
た
。
そ
れ
だ
け
若
者
の
雇
用
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」の発行をは
じめ、二ノ湯さとしの政治活動をご支援いただける会員
を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張にご賛同い
ただき、ご入会下さいますようお願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円
入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

平
均
的
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
60
才
で
定

年
を
迎
え
る
。
そ
の
後
会
社
や
役
所
の
世

話
で
再
就
職
が
出
来
た
と
し
て
も
長
く
て

5
年
が
限
度
で
あ
る
。
65
才
以
上
に
な
れ

ば
余
程
の
特
技
か
才
能
が
な
い
と
ほ
と
ん

ど
職
に
あ
り
つ
け
な
い
。
日
本
人
の
寿
命

は
男
性
79
才
、
女
性
86
才
に
な
っ
た
。
今

後
、
医
療
の
発
達
で
更
に
寿
命
が
伸
び
る

か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
65
才
で
仕

事
を
辞
め
て
も
約
15
〜
20
年
近
く
、
無
職

の
状
態
で
人
生
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
正
直
ぞ
っ
と
す
る
ほ
ど
長
い
期
間
で
あ

る
。
働
か
な
け
れ
ば
無
収
入
で
あ
る
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
が
子
供
を
育
て
、
さ
さ
や
か
な

家
を
一
軒
持
て
ば
、
た
い
し
た
蓄
え
も
出
来

な
い
。
従
っ
て
老
後
唯
一
の
頼
り
が
年
金
で

あ
る
。
民
間
会
社
勤
め
な
ら
ば
厚
生
年
金
、

そ
し
て
恵
ま
れ
た
会
社
な
ら
ば
上
乗
せ
の

企
業
年
金
が
あ
る
。
中
小
企
業
や
業
界
団

体
が
母
体
と
な
っ
て
作
っ
た
厚
生
年
金
基

金
も
あ
る
。
年
金
資
金
を
運
用
し
て
、
運

用
益
を
出
し
、
受
給
者
に
年
金
を
支
払
う

財
源
に
す
る
。
先
ご
ろ
、
年
金
運
用
会
社

Ａ
Ｉ
Ｊ
投
資
顧
問
㈱
の
企
業
年
金
資
産
が

ほ
と
ん
ど
消
失
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
各
地
方
に
あ
る
団
体
の
年
金
基

金
に
は
社
会
保
険
庁
の
Ｏ
Ｂ
が
専
務
理
事

な
ど
で
天
下
っ
て
い
る
。
年
金
基
金
の
役
員

は
Ｏ
Ｂ
を
信
用
し
て
、
全
面
的
に
運
用
を

任
せ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
運
用
先
は

分
散
し
て
い
る
が
、
低
金
利
時
代
、
生
命
、

信
託
会
社
の
利
回
り
が
1
％
未
満
の
中
、

Ａ
Ｉ
Ｊ
は
5・
5
％
と
突
出
し
て
高
か
っ
た

が
、
誰
も
疑
い
を
持
つ
役
員
は
い
な
か
っ
た

よ
う
だ
。
金
融
庁
が
認
可
し
た
運
用
会
社
、

社
会
保
険
庁
Ｏ
Ｂ
が
運
用
責
任
者
と
な
れ

ば
、
団
体
基
金
の
役
員
も
信
用
す
る
し
か

な
い
。
し
か
し
結
果
は
大
半
の
資
産
が
消

え
て
1
円
の
資
金
も
戻
っ
て
こ
な
い
。
Ａ
Ｉ

Ｊ
に
委
託
し
て
い
た
業
界
団
体
の
年
金
基

金
が
京
都
に
も
あ
る
。
損
失
を
穴
埋
め
す

る
に
は
各
企
業
が
負
担
す
る
必
要
が
あ
る
。

多
く
は
中
小
零
細
企
業
で
あ
る
、
現
下
の

経
済
不
況
の
中
、
負
担
に
耐
え
る
こ
と
が

出
来
る
企
業
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
。
そ

れ
が
出
来
な
い
場
合
、
現
役
の
掛
け
金
の

引
き
上
げ
や
受
給
者
の
支
給
額
を
減
ら
さ

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
に
は
現
役
、
受
給

者
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
。
今
、
企
業
年

金
を
め
ぐ
っ
て
倒
産
の
危
機
に
直
面
し
て
い

る
中
小
零
細
企
業
が
多
い
。
団
体
企
業
年

金
に
加
入
し
て
い
る
人
数
は
、
現
役
、
受

給
者
含
め
て
88
万
人
に
も
な
る
。
政
府
も

救
済
の
手
を
差
し
伸
べ
る
必
要
が
あ
る
。

「日本真生塾」　第18回・第19回例会のお知らせ

平成24年4月23日㈪　18時～21時
平成24年3月26日㈪　18時～21時

場所：龍谷大学アバンティ響都ホール（京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）

＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：近藤）

★今後のテーマは「戦後の日本」について進めてまいります。

TEL：050－7544－4018　メール：nihonsinseijuku＠yahoo.co.jp

内容・年会費など詳しくはホームページをご覧ください。日本真生塾 で検索。　

日本真生塾　塾長　岡本幸治

Ａ
Ｉ
Ｊ
資
産
消
失
問
題

政
府
は
救
済
に
乗
り
出
せ


